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(57)【要約】
【課題】電子内視鏡システムの設定項目のパラメータを
設定する際に術者が煩雑な操作を強いられる。
【解決手段】電子スコープを接続可能な内視鏡プロセッ
サを、複数の機能にそれぞれ対応した複数の設定項目の
パラメータを設定するパラメータ設定手段と、パラメー
タ設定手段の動作モードを切り替えるモード切替手段と
から構成する。この構成において、複数の設定項目は、
内視鏡プロセッサと電子スコープの両方に備わる機能を
何れの機器で動作させるかを設定するための動作機器設
定項目を含む。パラメータ設定手段は、動作モードとし
て、複数の設定項目のそれぞれを個別に設定する通常設
定モードと、内視鏡プロセッサに備わる機能に対応した
設定項目のパラメータを一括して設定する一括設定モー
ドとを有する。動作モードが通常設定モードから一括設
定モードに切り替えられると、動作機器設定項目のパラ
メータが内視鏡プロセッサに設定される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子スコープを接続可能な内視鏡プロセッサであって、
　複数の機能にそれぞれ対応した複数の設定項目のパラメータを設定するパラメータ設定
手段と、
　前記パラメータ設定手段の動作モードを切り替えるモード切替手段と、
を備え、
　前記複数の設定項目は、
　　前記内視鏡プロセッサと前記電子スコープの両方に備わる機能を該内視鏡プロセッサ
と該電子スコープの何れの機器で動作させるかを設定するための動作機器設定項目
を含み、
　前記パラメータ設定手段は、
　　前記動作モードとして、前記複数の設定項目のそれぞれを個別に設定する通常設定モ
ードと、前記内視鏡プロセッサに備わる機能に対応した設定項目のパラメータを一括して
設定する一括設定モードと、を有し、
　　前記モード切替手段により前記パラメータ設定手段の動作モードが前記通常設定モー
ドから前記一括設定モードに切り替えられると、前記動作機器設定項目のパラメータが前
記内視鏡プロセッサに設定される、
内視鏡プロセッサ。
【請求項２】
　前記内視鏡プロセッサと前記電子スコープの両方に備わる機能には画像強調処理機能が
含まれており、
　前記内視鏡プロセッサ側の画像強調処理機能は、
　　前記電子スコープによって撮像されて出力された画像信号に対して画像強調処理を施
すものであり、
　前記電子スコープ側の画像強調処理機能は、
　　前記電子スコープが撮像した画像信号に対して画像強調処理を施すものである、
請求項１に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項３】
　前記複数の設定項目のパラメータを記憶するパラメータ記憶手段
を更に備え、
　前記パラメータ記憶手段は、
　　前記モード切替手段により前記パラメータ設定手段の動作モードが前記通常設定モー
ドから前記一括設定モードに切り替えられると、該通常設定モードにおいて設定されてい
た、切替直前の、前記複数の設定項目のそれぞれに対応するパラメータを記憶する、
請求項１又は請求項２に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項４】
　前記パラメータ設定手段は、
　　前記モード切替手段により前記パラメータ設定手段の動作モードが前記一括設定モー
ドから前記通常設定モードに切り替えられると、前記パラメータ記憶手段に記憶されてい
る複数の前記パラメータを読み出して、対応する前記複数の設定項目に設定する、
請求項３に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項５】
　前記一括設定モードにおいて設定された前記内視鏡プロセッサに備わる機能に対応する
設定項目のパラメータを記憶するパラメータ一括記憶手段
を更に備え、
　前記パラメータ一括記憶手段は、
　　前記一括設定モードで動作している間にパラメータの記憶指示を受け付けると、該記
憶指示を受け付けた時点で設定されている各パラメータを記憶する、
請求項１から請求項４の何れか一項に記載の内視鏡プロセッサ。
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【請求項６】
　前記パラメータ一括記憶手段は、
　　前記内視鏡プロセッサに備わる機能に対応する設定項目のパラメータをそれぞれ独立
に記憶可能な複数の記憶領域を有している、
請求項５に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項７】
　前記パラメータ一括記憶手段に記憶されているパラメータを読み出す一括設定パラメー
タ読出手段
を更に備え、
　前記パラメータ設定手段は、
　　前記一括設定パラメータ読出手段により前記パラメータ一括記憶手段に記憶されてい
るパラメータが読み出されると、該読み出されたパラメータを、対応する設定項目に設定
する、
請求項５又は請求項６に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項８】
　照明光を射出する照明手段と、
　複数の測光方法を有し、該複数の測光方法の一つを用いて前記電子スコープから出力さ
れた画像信号に基づいて被写体の測光を行う測光手段と、
を更に備え、
　前記複数の設定項目は、
　　調光方法として、術者が前記照明光の光量を手動で調整する手動調光方法と、前記測
光手段によって測光された被写体の明るさに基づいて該照明光の光量を自動で調整する自
動調光方法の一方を設定するための調光方法設定項目
を更に含み、
　前記パラメータ設定手段は、
　　前記モード切替手段により前記パラメータ設定手段の動作モードが前記通常設定モー
ドから前記一括設定モードに切り替えられると、前記調光方法設定項目のパラメータを前
記自動調光方法に設定する、
請求項１から請求項７の何れか一項に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項９】
　前記スコープによって撮像されて出力された画像信号に対して所定の信号処理を施す信
号処理手段と、
　前記信号処理手段によって信号処理が施された画像信号に基づく画像を表示する画像表
示手段と、
を更に備え、
　前記複数の設定項目は、
　　前記所定の信号処理に使用される信号処理パラメータの設定項目
を更に含む、
請求項１から請求項８の何れか一項に記載の内視鏡プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の機能に対応する設定項目のパラメータをそれぞれ変更可能な内視鏡プ
ロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　人の食道や腸などの管腔内を観察するための電子内視鏡システムが知られている。この
種の電子内視鏡システムは、電子スコープにより撮像された被写体の画像信号に対して信
号処理を施して映像信号を生成する内視鏡プロセッサを備えている。この画像信号に対す
る信号処理は、電子スコープ内と内視鏡プロセッサ内の両方において行われる。また、信
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号処理に使用されるパラメータや被写体を照明する照明光の光量等を変更することにより
、映像信号に基づいて表示される観察画像を術者の好みに合わせることが可能な電子内視
鏡システムが知られている。
【０００３】
　例えば特許文献１に、信号処理に関するパラメータや内視鏡プロセッサに接続されてい
る機器の動作を、内視鏡プロセッサ上で変更可能な電子内視鏡システムが記載されている
。特許文献１に記載の電子内視鏡システムでは、内視鏡プロセッサに電子スコープやキー
ボード等の周辺機器が接続されている。電子スコープやキーボードは複数のスイッチ（キ
ー）を備えており、各スイッチに所定の機能が割り当てられている。特許文献１に記載の
電子内視鏡システムでは、内視鏡プロセッサ上で、信号処理に関するパラメータや、電子
スコープやキーボードの各スイッチに割り当てる機能を予め設定することができる。術者
は、内視鏡プロセッサに接続されたモニタ上に表示される設定画面を見ながら、パラメー
タや各スイッチへの機能の割り当てを設定することができる。
【０００４】
　また、特許文献２には、内視鏡プロセッサ側と電子スコープ側の両方で、画像の明るさ
を調整可能な電子内視鏡システムが記載されている。特許文献２の電子内視鏡システムで
は、内視鏡プロセッサ側では、照明光の光量や内視鏡プロセッサが備える信号処理部のゲ
インを変更することにより画像の明るさを変更可能である。また、電子スコープ側では、
電子シャッタ速度や電子スコープが備える信号処理部のゲインを変更することにより画像
の明るさを変更可能である。電子スコープの電子シャッタ速度やゲインのパラメータは、
内視鏡プロセッサから電子スコープに対して出力されるコマンドに基づいて設定される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－２７６２１４号公報
【特許文献２】特開２０１２－８５７９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、特許文献２に記載の電子内視鏡システムのように、内視鏡プロセッサと電子
スコープの両方が同種の信号処理機能を有する電子内視鏡システムでは、該信号処理機能
を内視鏡プロセッサと電子スコープの一方で動作させることが考えられる。しかし、この
種の信号処理機能が、電子スコープが内視鏡プロセッサに接続されていないにも拘らず、
電子スコープ側で動作されるように設定されている場合がある。この場合、術者は、この
種の信号処理機能のうち、電子スコープ側での動作に設定されている全てを、内視鏡プロ
セッサで動作させるように設定するという煩雑な操作を強いられる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決する本発明の実施形態の内視鏡プロセッサは、複数の機能にそれぞれ
対応した複数の設定項目のパラメータを設定するパラメータ設定手段と、パラメータ設定
手段の動作モードを切り替えるモード切替手段とを備える。この構成において、複数の設
定項目は、内視鏡プロセッサと電子スコープの両方に備わる機能を内視鏡プロセッサと電
子スコープの何れの機器で動作させるかを設定するための動作機器設定項目を含み、パラ
メータ設定手段は、動作モードとして、複数の設定項目のそれぞれを個別に設定する通常
設定モードと、内視鏡プロセッサに備わる機能に対応した設定項目のパラメータを一括し
て設定する一括設定モードと、を有し、モード切替手段によりパラメータ設定手段の動作
モードが通常設定モードから一括設定モードに切り替えられると、動作機器設定項目のパ
ラメータが内視鏡プロセッサに設定される。
【０００８】
　このような構成によれば、パラメータ設定手段の動作モードを一括設定モードに切り替
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えるという簡易な操作だけで、各動作機器設定項目のパラメータが一括して内視鏡プロセ
ッサに設定される。動作機器設定項目の数が多いほど、術者によるパラメータ設定の操作
負担の軽減効果が大きい。
【０００９】
　また、内視鏡プロセッサと電子スコープの両方に備わる機能には画像強調処理機能が含
まれており、内視鏡プロセッサ側の画像強調処理機能は、電子スコープによって撮像され
て出力された画像信号に対して画像強調処理を施すものであり、電子スコープ側の画像強
調処理機能は、電子スコープが撮像した画像信号に対して画像強調処理を施すものであっ
てもよい。
【００１０】
　また、内視鏡プロセッサは、複数の設定項目のパラメータを記憶するパラメータ記憶手
段を更に備えてもよい。この場合、パラメータ記憶手段は、モード切替手段によりパラメ
ータ設定手段の動作モードが通常設定モードから一括設定モードに切り替えられると、通
常設定モードにおいて設定されていた、切替直前の、複数の設定項目のそれぞれに対応す
るパラメータを記憶する。
【００１１】
　また、パラメータ設定手段は、モード切替手段によりパラメータ設定手段の動作モード
が一括設定モードから通常設定モードに切り替えられると、パラメータ記憶手段に記憶さ
れている複数のパラメータを読み出して、対応する複数の設定項目に設定してもよい。
【００１２】
　また、内視鏡プロセッサは、一括設定モードにおいて設定された内視鏡プロセッサに備
わる機能に対応する設定項目のパラメータを記憶するパラメータ一括記憶手段を更に備え
てもよい。この場合、パラメータ一括記憶手段は、一括設定モードで動作している間にパ
ラメータの記憶指示を受け付けると、記憶指示を受け付けた時点で設定されている各パラ
メータを記憶する、請求項１から請求項４の何れか一項に記載の内視鏡プロセッサ。
【００１３】
　また、パラメータ一括記憶手段は、内視鏡プロセッサに備わる機能に対応する設定項目
のパラメータをそれぞれ独立に記憶可能な複数の記憶領域を有してもよい。
【００１４】
　また、内視鏡プロセッサは、パラメータ一括記憶手段に記憶されているパラメータを読
み出す一括設定パラメータ読出手段を更に備えてもよい。この場合、パラメータ設定手段
は、一括設定パラメータ読出手段によりパラメータ一括記憶手段に記憶されているパラメ
ータが読み出されると、読み出されたパラメータを、対応する設定項目に設定する。
【００１５】
　また、内視鏡プロセッサは、照明光を射出する照明手段と、複数の測光方法を有し、複
数の測光方法の一つを用いて電子スコープから出力された画像信号に基づいて被写体の測
光を行う測光手段と、を更に備えてもよい。この場合、複数の設定項目は、調光方法とし
て、術者が照明光の光量を手動で調整する手動調光方法と、測光手段によって測光された
被写体の明るさに基づいて照明光の光量を自動で調整する自動調光方法の一方を設定する
ための調光方法設定項目を更に含み、パラメータ設定手段は、モード切替手段によりパラ
メータ設定手段の動作モードが通常設定モードから一括設定モードに切り替えられると、
調光方法設定項目のパラメータを自動調光方法に設定する。
【００１６】
　また、内視鏡プロセッサは、スコープによって撮像されて出力された画像信号に対して
所定の信号処理を施す信号処理手段と、信号処理手段によって信号処理が施された画像信
号に基づく画像を表示する画像表示手段と、を更に備えても良い。この場合、複数の設定
項目は、所定の信号処理に使用される信号処理パラメータの設定項目を更に含む。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の実施形態によれば、パラメータ設定手段の動作モードを一括設定モードに切り
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替えるという簡易な操作だけで、各動作機器設定項目のパラメータが一括して内視鏡プロ
セッサに設定されるため、術者によるパラメータ設定の操作負担が軽減される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態の内視鏡プロセッサに備えられる回転フィルタ部を集光レンズ
側から見た正面図である。
【図３】モニタの表示画面例を示す図である。
【図４】本発明の実施形態における設定メニューの表示制御フローを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下においては
、本発明の一実施形態として電子内視鏡システムを例に取り説明する。
【００２０】
　図１は、本実施形態の電子内視鏡システム１の構成を示すブロック図である。図１に示
されるように、電子内視鏡システム１は、電子スコープ１００、内視鏡プロセッサ２００
及びモニタ３００を備えている。
【００２１】
　内視鏡プロセッサ２００は、システムコントローラ２０２及びタイミングコントローラ
２０４を備えている。システムコントローラ２０２は、メモリ２１２に記憶された各種プ
ログラムを実行し、電子内視鏡システム１全体を統合的に制御する。また、システムコン
トローラ２０２は、操作パネル２１４に接続されている。システムコントローラ２０２は
、操作パネル２１４より入力される術者からの指示に応じて、電子内視鏡システム１の各
動作及び各動作のためのパラメータを変更する。タイミングコントローラ２０４は、各部
の動作のタイミングを調整するクロックパルスを電子内視鏡システム１内の各回路に出力
する。
【００２２】
　ランプ２０８は、ランプ電源イグナイタ２０６による始動後、照射光Ｌを射出する。ラ
ンプ２０８は、例えば、キセノンランプ、ハロゲンランプ、水銀ランプ、メタルハライド
ランプ等の高輝度ランプやＬＥＤ（Light Emitting Diode）である。照射光Ｌは、主に可
視光領域から不可視である赤外光領域に広がるスペクトルを持つ光（又は少なくとも可視
光領域を含む白色光）である。
【００２３】
　ランプ２０８より射出された照射光Ｌは、回転フィルタ部２６０に入射される。図２は
、回転フィルタ部２６０を集光レンズ２１０側から見た正面図である。回転フィルタ部２
６０は、回転式ターレット２６１、ＤＣモータ２６２、ドライバ２６３及びフォトインタ
ラプタ２６４を備えている。図２に示されるように、回転式ターレット２６１には、一対
の特殊光用フィルタＦｓ及び一対の通常光（白色光）用フィルタＦｎが円周方向に順に並
べて配置されている。各光学フィルタは、フィールド周期に応じた角度範囲（ここでは約
９０°の角度範囲）に広がる扇形状を有している。本実施形態において、フィールド周期
、フレーム周期はそれぞれ、１／６０秒、１／３０秒である。なお、以降の説明において
「フィールド」は「フレーム」に置き替えてもよい。
【００２４】
　ドライバ２６３は、システムコントローラ２０２による制御下でＤＣモータ２６２を駆
動する。回転フィルタ部２６０は、回転式ターレット２６１がＤＣモータ２６２によって
回転動作することにより、ランプ２０８より入射された照射光Ｌから、スペクトルの異な
る二種類の照射光（特殊光Ｌｓと通常光Ｌｎ）の一方を、撮像と同期したタイミングで取
り出す。具体的には、回転式ターレット２６１は、回転動作中、特殊光用フィルタＦｓよ
り特殊光Ｌｓを、通常光用フィルタＦｎより通常光Ｌｎを、交互に取り出す。回転式ター
レット２６１の回転位置や回転の位相は、回転式ターレット２６１の外周付近に形成され



(7) JP 2016-131610 A 2016.7.25

10

20

30

40

50

た開口（不図示）をフォトインタラプタ２６４によって検出することにより制御される。
【００２５】
　特殊光用フィルタＦｓは、例えば、管腔内の被写体のうち表層付近の血管構造（又は深
層の血管構造、特定の病変部など）の分光画像を撮影するのに適した分光特性を持つ。通
常光用フィルタＦｎは、照射光Ｌを減光する減光フィルタであるが、単なる開口（光学フ
ィルタの無いもの）や絞り機能を兼ねたスリット（光学フィルタの無いもの）に置き換え
てもよい。
【００２６】
　回転フィルタ部２６０より取り出された照射光（特殊光Ｌｓ又は通常光Ｌｎ）は、集光
レンズ２１０によりＬＣＢ（Light Carrying Bundle）１０２の入射端面に集光されてＬ
ＣＢ１０２内に入射される。
【００２７】
　ＬＣＢ１０２内に入射された照射光（特殊光Ｌｓ又は通常光Ｌｎ）は、ＬＣＢ１０２内
を伝播して電子スコープ１００の先端に配置されたＬＣＢ１０２の射出端面より射出され
、配光レンズ１０４を介して被写体に照射される。これにより、被写体は、特殊光Ｌｓと
通常光Ｌｎとによって交互に照射される。照射光により照射された被写体からの戻り光は
、対物レンズ１０６を介して固体撮像素子１０８の受光面上で光学像を結ぶ。
【００２８】
　固体撮像素子１０８は、補色市松型画素配置を有する単板式カラーＣＣＤ（Charge Cou
pled Device）イメージセンサである。固体撮像素子１０８は、受光面上の各画素で結像
した光学像を光量に応じた電荷として蓄積して、イエローＹｅ、シアンＣｙ、グリーンＧ
、マゼンタＭｇの画像信号を生成し、生成された垂直方向に隣接する２つの画素の画像信
号を加算し混合して出力する。なお、固体撮像素子１０８は、ＣＣＤイメージセンサに限
らず、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサやその他
の種類の撮像装置に置き換えられてもよい。固体撮像素子１０８はまた、原色系フィルタ
（ベイヤ配列フィルタ）を搭載したものであってもよい。
【００２９】
　回転フィルタ部２６０による特殊光Ｌｓと通常光Ｌｎとの切り換えのタイミングは、固
体撮像素子１０８における撮像期間（フィールド期間）の切り換えのタイミングと同期し
ている。従って、固体撮像素子１０８は、１フィールド期間中、特殊光Ｌｓを受光して特
殊光観察像の画像信号を生成して出力し、続く１フィールド期間中、通常光Ｌｎを受光し
て通常光観察像の画像信号を生成して出力する。固体撮像素子１０８は、上記を繰り返す
ことにより、各観察像の画像信号を交互に出力する。
【００３０】
　電子スコープ１００の接続部内には、ドライバ信号処理回路１１０が備えられている。
ドライバ信号処理回路１１０には、特殊光観察像、通常光観察像の各画像信号がフィール
ド周期で固体撮像素子１０８より入力される。ドライバ信号処理回路１１０は、固体撮像
素子１０８より入力される画像信号に対して所定の処理を施して内視鏡プロセッサ２００
の信号処理回路２２０に出力する。
【００３１】
　また、ドライバ信号処理回路１１０は、メモリ１１２にアクセスして電子スコープ１０
０の固有情報を読み出す。メモリ１１２から読み出される電子スコープ１００の固有情報
には、例えば、固体撮像素子１０８の画素数や感度、動作可能なフィールドレート、型番
等が含まれる。ドライバ信号処理回路１１０は、メモリ１１２より読み出された固有情報
をシステムコントローラ２０２に出力する。
【００３２】
　システムコントローラ２０２は、電子スコープ１００の固有情報に基づいて各種演算を
行い、制御信号を生成する。システムコントローラ２０２は、生成された制御信号を用い
て、内視鏡プロセッサ２００に接続されている電子スコープ１００に適した処理がなされ
るように内視鏡プロセッサ２００及び電子スコープ１００内の各種回路の動作やタイミン
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グを制御する。
【００３３】
　タイミングコントローラ２０４は、システムコントローラ２０２によるタイミング制御
に従って、ドライバ信号処理回路１１０にクロックパルスを供給する。ドライバ信号処理
回路１１０は、タイミングコントローラ２０４から供給されるクロックパルスに従って、
固体撮像素子１０８を内視鏡プロセッサ２００側で処理される映像のフィールドレートに
同期したタイミングで駆動制御する。
【００３４】
　信号処理回路２２０は、前段信号処理回路２２０Ａ、第一フィールドメモリ２２０Ｂ１
、第二フィールドメモリ２２０Ｂ２、ＯＳＤ（On Screen Display）回路２２０Ｃ及び後
段信号処理回路２２０Ｄを備えている。
【００３５】
　前段信号処理回路２２０Ａは、ドライバ信号処理回路１１０より１フィールド周期で入
力される特殊光観察像、通常光観察像の各画像信号に対して所定の信号処理を施す。そし
て、前段信号処理回路２２０Ａは、所定の信号処理が施された特殊光観察像の画像信号を
第一フィールドメモリ２２０Ｂ１に出力し、所定の信号処理が施された通常光観察像の画
像信号を第二フィールドメモリ２２０Ｂ２に出力する。これにより、特殊光観察像の画像
信号が第一フィールドメモリ２２０Ｂ１に書き込まれ、通常光観察像の画像信号が第二フ
ィールドメモリ２２０Ｂ２に書き込まれる。
【００３６】
　第一フィールドメモリ２２０Ｂ１、第二フィールドメモリ２２０Ｂ２に書き込まれた画
像信号はそれぞれ、タイミングコントローラ２０４から供給されるクロックパルスに従い
所定のタイミングで読み出され、ＯＳＤ回路２２０Ｃに入力される。
【００３７】
　ＯＳＤ回路２２０Ｃは、表示画面内にＯＳＤメニューをスーパーインポーズする回路で
ある。ＯＳＤメニューには、例えば電子内視鏡システム１が備える機能に対応した設定項
目の設定メニューが挙げられる。設定メニューに表示される設定項目には、内視鏡プロセ
ッサ２００に関わる設定項目、電子スコープ１００に関わる設定項目、及び、内視鏡プロ
セッサ２００と電子スコープ１００との両方に関わる設定項目が含まれる。
【００３８】
　内視鏡プロセッサ２００に関わる設定項目には、内視鏡プロセッサ２００の信号処理回
路２２０による各信号処理（エンハンス処理、ブライトネス調整処理、コントラスト調整
処理、カラーバランス調整処理、ノイズ除去処理等）に対応する設定項目が含まれる。電
子スコープ１００に関わる設定項目には、電子スコープ１００のドライバ信号処理回路１
１２による各信号処理（増幅処理、エンハンス処理等）に対応する設定項目が含まれる。
ＯＳＤメニューの設定メニューでは、電子スコープ１００側で行われる信号処理に対応す
る設定項目と内視鏡プロセッサ２００側で行われる信号処理に対応する設定項目の両方に
ついて、パラメータ（設定項目の設定値）を設定することができる。
【００３９】
　内視鏡プロセッサ２００と電子スコープ１００の両方に関わる設定項目には、内視鏡プ
ロセッサ２００と電子スコープ１００の両方に備わる機能を内視鏡プロセッサ２００と電
子スコープ１００の何れの機器で動作させるかを設定するための動作機器設定項目が含ま
れる。例えば、電子スコープ１００のドライバ信号処理回路１１０と内視鏡プロセッサ２
００の信号処理回路２２０とが、同種の信号処理機能を有する場合が考えられる。この同
種の信号処理機能として、例えばエンハンス処理（輪郭強調処理）機能がある。画像信号
に対してエンハン処理を施すことにより、輪郭が鮮明となり術者にとって視認性の高い画
像が得られる。しかし、電子スコープ１００側のエンハンス処理（スコープエンハンス）
と内視鏡プロセッサ２００側のエンハンス処理（プロセッサエンハンス）の両方が行われ
ると、画像信号のノイズの増加や画質の低下が発生する虞がある。そのため、エンハンス
処理として、スコープエンハンスとプロセッサエンハンスの一方が設定される。
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【００４０】
　術者は、動作機器設定項目（エンハンス実行機器設定項目）において、一方のパラメー
タ（一方のエンハンス処理）を設定すると、設定メニューには、設定されたエンハンス処
理のエンハンスの強度を設定するための設定項目が表示される。エンハンスの強度が強い
ほど、画像の輪郭がより強調される。
【００４１】
　エンハンス実行機器設定項目のパラメータがスコープエンハンスに設定されている場合
、スコープエンハンスの強度の設定項目が表示される。術者は、この設定項目において、
スコープエンハンスの強度を４段階（ＯＦＦ又は１～３の計４つのパラメータの何れか）
で設定することができる。このとき、設定メニューには、プロセッサエンハンスの強度の
設定項目は表示されない。また、エンハンス実行機器設定項目のパラメータがプロセッサ
エンハンスに設定されている場合、プロセッサエンハンスの強度の設定項目が表示される
。術者は、この設定項目において、プロセッサエンハンスの強度を７段階（ＯＦＦ又は１
～６の計７つのパラメータの何れか）で設定することができる。このとき、設定メニュー
には、スコープエンハンスの強度の設定項目は表示されない。
【００４２】
　なお、電子スコープ１００と内視鏡プロセッサ２００が備える同種の機能は、エンハン
ス処理に限定されない。例示的には、画像信号の増幅処理やノイズ除去処理等を行う機能
が挙げられる。設定メニューには、これらの機能も動作機器設定項目として登録されてい
てもよい（すなわち、何れの機器で当該処理を動作させるかを設定可能であってもよい。
）。
【００４３】
　また、内視鏡プロセッサ２００に関わる設定項目には、照明光Ｌの光量の調整方法を設
定するための設定項目（調光方法設定項目）が含まれる。電子内視鏡システム１の照明光
Ｌの光量は、ランプ２０８の駆動電流や内視鏡プロセッサ２００内に設けられた不図示の
絞りの開度等を調整することによって、手動又は自動で調整される。
【００４４】
　調光方法設定項目のパラメータが手動調光（マニュアル調光）に設定されている場合、
設定メニューには、照明光Ｌの光量設定項目が表示される。術者は、光量設定項目におい
て、例えば照明光Ｌの明るさを±５段階（計１１段階）でマニュアル設定することができ
る。
【００４５】
　調光方法設定項目のパラメータが自動調光（オート調光）に設定されている場合、設定
メニューには、測光方法設定項目が表示される。測光方法設定項目では、例えば平均測光
又はピーク測光を設定可能である。平均測光とピーク測光では何れも、電子スコープ１０
０から出力された画像信号から被写体の明るさが計算される。計算された被写体の明るさ
に基づいて照明光Ｌの光量を自動で調整することにより、観察画像の明るさの変化を抑え
ることができる。平均測光とピーク測光の方法については周知であるため、ここでは説明
を省略する。
【００４６】
　術者がＯＳＤメニューの表示を指示する表示指示操作を行うと、ＯＳＤ回路２２０Ｃは
、操作に応じたＯＳＤメニューの表示用信号を各フィールドメモリより入力される画像信
号にスーパーインポーズし、スーパーインポーズ処理後の画像信号を後段信号処理回路２
２０Ｄに出力する。ＯＳＤ回路２２０Ｃは、ＯＳＤメニューの表示指示操作が行われてい
なければ、各フィールドメモリより入力される画像信号をスルー出力する。
【００４７】
　後段信号処理回路２２０Ｄは、ＯＳＤ回路２２０Ｃより入力される画像信号を処理して
モニタ表示用の画面データを生成し、生成されたモニタ表示用の画面データを所定のビデ
オフォーマット信号に変換する。変換されたビデオフォーマット信号は、モニタ３００に
出力される。これにより、特殊光で照射された被写体の観察画像や通常光で照射された被
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写体の観察画像がモニタ３００の表示画面に表示される。
【００４８】
　図３（ａ）は、モニタ３００への観察画像の表示例である。モニタ３００の表示画面内
には、特殊光や通常光で照射された被写体の観察画像Ｘが表示される。術者によってＯＳ
Ｄメニューの表示を指示する操作が行われると、ＯＳＤメニューが観察画像上にスーパー
インポーズされる。
【００４９】
　内視鏡プロセッサ２００は、術者が設定項目のパラメータの設定又は変更を行うために
、通常設定モードと一括設定モードとの２つの動作モードを備えている。術者は、操作パ
ネル２１４を操作することにより、動作モードを設定することができる。ＯＳＤメニュー
には、各種設定項目のパラメータを設定するための設定メニューが含まれる。設定メニュ
ーは、操作により設定された動作モードに応じて表示形態が変更される。
【００５０】
　図３（ｂ）は、内視鏡プロセッサ２００が通常設定モードで動作している場合に、モニ
タ３００に表示される設定メニューの表示例である。設定メニューには、信号処理設定の
ための設定項目、動作機器設定項目、調光方法設定項目などの設定項目と、各設定項目に
設定されているパラメータが表示される。各設定項目には、予めメモリ２１２に記憶され
ているデフォルトパラメータ、又は前回内視鏡プロセッサ２００を使用した際にメモリ２
１２に記憶されていたパラメータが設定される。メモリ２１２は、複数の記憶領域を有し
ており、そのうちの一つには、通常設定モードで設定される各設定項目のパラメータが記
憶される。
【００５１】
　術者により各設定項目のパラメータが設定又は変更されると、設定又は変更されたパラ
メータに基づいて撮像及び信号処理が行われる。パラメータの変更は、実質的にリアルタ
イムで観察画像に反映される。そのため、術者は、観察画像を確認しながらパラメータを
変更することにより、被写体の観察に適したパラメータを設定することができる。
【００５２】
　図３（ｂ）に示される設定メニュー上で「Ｓａｖｅ」が選択されると、通常設定モード
の設定メニューで設定されているパラメータがメモリ２１２に上書き記憶されて、設定メ
ニューが非表示となる。この場合、モニタ３００の表示画面には、メモリ２１２に記憶さ
れたパラメータが反映された観察画像が表示される。
【００５３】
　図３（ｂ）に示される設定メニュー上で「Ｃａｎｃｅｌ」が選択されると、通常設定モ
ードの設定メニューで設定されたパラメータは上書き記憶されずに、設定メニューが非表
示となる。この場合、モニタ３００の表示画面には、通常設定モードの設定メニューが表
示される前のパラメータが反映された観察画像が表示される。
【００５４】
　なお、通常設定モードの設定メニューで設定されているパラメータの記憶場所は、内視
鏡プロセッサ２００のメモリ２１２に限定されない。詳しくは、複数の設定項目のうち、
電子スコープ１００に関する設定項目のパラメータ（例えば、スコープエンハンスの強度
）は、電子スコープ１００内のメモリ１１２に記憶されてもよい。電子スコープ１００に
関する設定項目のパラメータを変更する場合、電子スコープ１００のメモリ１１２からパ
ラメータが読み出される。これにより、内視鏡プロセッサ２００に接続中の電子スコープ
１００に適したパラメータを設定することができる。
【００５５】
　内視鏡プロセッサ２００の動作モードが通常設定モードに設定されている時に動作モー
ドの切り替え操作が行われると、動作モードは一括設定モードに切り替わる。この時、通
常設定モードで設定されている、切替直前のパラメータは、メモリ２１２の一時記憶領域
に記憶される。
【００５６】
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　図３（ｃ）は、内視鏡プロセッサ２００の動作モードとして一括設定モードが設定され
ている場合に、モニタ３００に表示される設定メニューの表示例である。一括設定モード
では、術者はメモリ２１２に記憶されている複数のパラメータセット（例えば、パラメー
タセット１～３）の中の一つを選択する。メモリ２１２は、各パラメータセットを記憶す
るための記憶領域を有している。また、各パラメータセットには、複数の設定項目にそれ
ぞれ対応する複数のパラメータが含まれる。
【００５７】
　術者がパラメータセットの一つを選択すると、選択されたパラメータセットに含まれる
パラメータがメモリ２１２から読み出され、対応する設定項目に設定される。また、設定
されたパラメータは、観察画像に反映される。各パラメータセットに含まれるパラメータ
は、予め術者によって設定されたパラメータ又はデフォルトパラメータである。各パラメ
ータは、一括設定モードの設定メニュー上で変更可能である。
【００５８】
　図３（ｃ）に示される設定メニュー上で「Ｓａｖｅ」が選択されると、一括設定モード
の設定メニューで設定されているパラメータが、現在のパラメータセット（図３（ｃ）で
は、パラメータセット１）のパラメータとしてメモリ２１２に上書き記憶されて、設定メ
ニューが非表示となる。図３（ｃ）に示される設定メニュー上で「Ｃａｎｃｅｌ」が選択
されると、一括設定モードの設定メニューで設定されたパラメータは上書き記憶されずに
、設定メニューが非表示となる。
【００５９】
　図３（ｃ）に表示される「Ｓａｖｅ」、「Ｃａｎｃｅｌ」の何れが選択された場合にお
いても、設定メニューは非表示となり、メモリ２１２の一時記憶領域に記憶されていたパ
ラメータが読み出されて、対応する設定項目に設定される。
【００６０】
　メモリ２１２に記憶された複数のパラメータセットは、電子スコープ１００を用いた被
写体の撮像時に使用される。詳しくは、被写体の撮像時に、術者によってパラメータセッ
トの何れか一つを呼び出す操作が行われると、呼び出されたパラメータセットに含まれる
複数のパラメータがそれぞれ、対応する設定項目に設定される。設定されたパラメータは
、観察画像に実質的にリアルタイムで反映される。このように、パラメータセットを用い
ることにより、術者は、パラメータセットを設定するという少ない操作だけで複数のパラ
メータを一括に設定し、観察画像に反映することができる。これにより、被写体の撮像時
における、電子内視鏡システム１の操作性が向上（操作の煩雑さが軽減）する。
【００６１】
　上述したように、設定メニューに表示される設定項目には、内視鏡プロセッサ２００に
関わる設定項目、電子スコープ１００に関わる設定項目及び内視鏡プロセッサ２００と電
子スコープ１００の両方に関わる設定項目が含まれる。これらの設定項目のうち、電子ス
コープ１００に関わる設定項目のパラメータは、電子スコープ１００が内視鏡プロセッサ
２００に接続された状態で設定される。電子スコープ１００が内視鏡プロセッサ２００に
接続されていることにより、内視鏡プロセッサ２００の操作パネル２１４の操作によって
電子スコープ１００に関わる設定項目のパラメータを設定することができる。一方、電子
スコープ１００が内視鏡プロセッサ２００に接続されていない場合、電子スコープ１００
に関わる設定項目の設定を行うことはできない。
【００６２】
　しかし、設定メニューを用いて設定項目のパラメータの設定を行うのは、電子スコープ
１００が内視鏡プロセッサ２００に接続されている時に限定されない。例えば、術者が、
電子スコープ１００を内視鏡プロセッサ２００に接続する前に各設定項目のパラメータを
設定しておくことが考えられる。
【００６３】
　電子スコープ１００が内視鏡プロセッサ２００に接続されていない状態で設定項目のパ
ラメータを設定する場合を考える。この場合、動作機器設定項目のパラメータが電子スコ
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ープ１００に設定されていると、設定メニューには、該動作機器設定項目に従属する電子
スコープ１００側の設定項目（例えばスコープエンハンスの強度）が表示され、該動作機
器設定項目に従属する内視鏡プロセッサ２００側の設定項目（例えばプロセッサエンハン
スの強度）は表示されなくなる。しかし、電子スコープ１００が内視鏡プロセッサ２００
に接続されていないにも拘らず、動作機器設定項目が電子スコープ１００に設定されてい
るため、この動作機器設定項目に対応する機能についてパラメータを設定できなくなると
いう問題が生じる。この場合、術者は、動作機器設定項目のパラメータを内視鏡プロセッ
サ２００に設定した後に該動作機器設定項目に従属する設定項目（例えばプロセッサエン
ハンスの強度）のパラメータを設定する必要がある。しかし、動作機器設定項目毎にパラ
メータ（動作機器）を設定し直す操作は煩雑であり、動作機器設定項目の数が増えるほど
、術者にとって操作性が悪いという問題が生じる。
【００６４】
　そこで、本願発明の実施形態に係る内視鏡プロセッサ２００では、術者による操作の煩
雑さを低減するために、以下に示すように設定メニューの表示が制御される。
【００６５】
　図４は、本実施形態における設定メニューの表示制御フローを示す。術者により操作パ
ネル２１４に対して、設定メニューの表示を指示する表示指示操作が行われると、図４に
示される表示制御フローが開始される。なお、図４に示される表示制御フローは、内視鏡
プロセッサ２００に電子スコープ１００が接続されているか否かに拘らず実行される。
【００６６】
　処理ステップＳ１では、内視鏡プロセッサ２００の動作モードが何れの動作モードに設
定されたかが判定される。
【００６７】
　処理ステップＳ１において通常設定モードに設定されたと判定された場合（Ｓ１：ＮＯ
）、通常設定モードによる設定項目の設定処理（Ｓ２）が行われる。通常設定モードによ
る設定処理（Ｓ２）では、術者により電子内視鏡システム１の各設定項目のパラメータの
設定が行われる。次いで、処理ステップＳ３で、設定メニューの表示を終了する操作が行
われたか否かが判定される。設定メニューを終了する操作が行われたと判定された場合（
Ｓ３：ＹＥＳ）、設定メニューの表示制御フローが終了する。処理ステップＳ３で、設定
メニューの表示を終了する操作が行われていないと判定された場合（Ｓ３：ＮＯ）、処理
ステップＳ１に戻る。
【００６８】
　処理ステップＳ１において一括設定モードに設定されたと判定された場合（Ｓ１：ＹＥ
Ｓ）、処理ステップＳ４に進む。なお、一括設定モードは、メモリ２１２に記憶されてい
る複数のパラメータセットのうち、何れか一つのパラメータセット（例えば、パラメータ
セット１）が術者に選択されることによって設定される。
【００６９】
　処理ステップＳ４では、現在設定されている各設定項目のパラメータがメモリ２１２の
一時記憶領域に記憶される（Ｓ４）。
【００７０】
　処理ステップＳ５では、複数の設定項目のうち、調光方法設定項目のパラメータが手動
調光に設定されているか否かが判定される。調光方法設定項目のパラメータが手動調光に
設定されている場合（Ｓ５：ＹＥＳ）、処理ステップＳ６において、調光方法設定項目の
パラメータが自動調光に切り替えられる。調光方法設定項目のパラメータが手動調光に設
定されていない（自動調光に設定されている）場合（Ｓ５：ＮＯ）、次の処理ステップＳ
７に進む。
【００７１】
　処理ステップＳ７では、複数の設定項目のうち、エンハンス実行機器設定項目のパラメ
ータがスコープエンハンスに設定されているか否かが判定される。エンハンス実行機器設
定項目のパラメータがスコープエンハンスに設定されている場合（Ｓ７：ＹＥＳ）、処理
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ステップＳ８において、エンハンス実行機器設定項目のパラメータがプロセッサエンハン
スに切り替えられる。エンハンス実行機器設定項目のパラメータがスコープエンハンスに
設定されていない（プロセッサエンハンスに設定されている）場合（Ｓ７：ＮＯ）、次の
処理ステップＳ９に進む。
【００７２】
　処理ステップＳ９では、処理ステップＳ１で選択されたパラメータセットがメモリ２１
２のパラメータセット記憶領域から読み出される。読み出されたパラメータセットに含ま
れるパラメータは、対応する設定項目に設定される（Ｓ１０）。内視鏡プロセッサ２００
に電子スコープ１００が接続され、被写体の撮像が行われている場合は、処理ステップＳ
１０で設定されたパラメータを用いて被写体の撮像が行われる。
【００７３】
　処理ステップＳ１１では、設定メニューにおいて、パラメータセットに含まれるパラメ
ータを変更する操作が行われた否かが判定される。パラメータを変更する操作が行われた
と判定された場合（Ｓ１１：ＹＥＳ）、操作に基づいてパラメータが変更される（Ｓ１２
）。また、電子スコープ１００により被写体の撮像が行われている場合は、変更後のパラ
メータを反映した観察画像が表示される。パラメータを変更する操作が行われていないと
判定された場合（Ｓ１１：ＮＯ）、処理ステップＳ１３に進む。
【００７４】
　処理ステップＳ１３では、設定メニューにおいて、パラメータセットを記憶する操作が
行われたか否かが判定される。パラメータセットを記憶する操作が行われたと判定された
場合（Ｓ１３：ＹＥＳ）、複数の設定項目のうち、現在設定されているパラメータがメモ
リ２１２のパラメータセット記憶領域に上書き記憶される（Ｓ１４）。なお、処理ステッ
プＳ１４では、メモリ２１２のうち、現在読み出されているパラメータセット（例えば、
パラメータセット１）が記憶されていた領域にパラメータセットが上書き記憶されるが、
本実施形態はこれに限定されない。例えば、メモリ２１２の複数のパラメータセットを記
憶する領域のうち、術者が指定したパラメータセット（例えば、パラメータセット２）が
記憶されている領域に、パラメータセットを上書き記憶してもよい。
【００７５】
　処理ステップＳ１５では、設定メニュー（又は一括設定モード）を終了する操作が行わ
れたか否かが判定される。設定メニューを終了する操作が行われていないと判定された場
合（Ｓ１５：ＮＯ）、処理ステップＳ１１に戻る。一方、設定メニューを終了する操作が
行われたと判定された場合（Ｓ１５：ＹＥＳ）、設定メニューの表示制御フローが終了す
る。
【００７６】
　このように、本実施形態では、内視鏡プロセッサ２００の動作モードが一括設定モード
に切り替えられると、内視鏡プロセッサ２００に電子スコープ１００が接続されているか
否か、及び切替直前の動作機器設定項目（例えばエンハンス実行機器設定項目）のパラメ
ータによらず、動作機器設定項目のパラメータが内視鏡プロセッサ２００側（例えばプロ
セッサエンハンス）に設定される。そのため、内視鏡プロセッサ２００の機能に関わる設
定項目のパラメータを変更するための操作が簡易となり、設定メニューの操作性が向上す
る。
【００７７】
　なお、本実施形態の動作機器設定項目は、エンハンス実行機器設定項目に限定されない
。例示的には、ブライトネス調整処理、コントラスト調整処理、ノイズ除去処理等も動作
機器設定項目として登録されていてもよい。本実施形態では、動作機器設定項目が複数あ
る場合、内視鏡プロセッサ２００の動作モードが一括設定モードに切り替わると、全ての
動作機器設定項目のパラメータが内視鏡プロセッサ２００側に設定されてもよく、複数の
動作機器設定項目のうち所定の動作機器設定項目のみが内視鏡プロセッサ２００側に設定
されてもよい。
【００７８】
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　また、被写体の明るさが撮影条件に応じてリアルタイムに変化することから、本実施形
態では自動調光が推奨されている。そのため、本実施形態では、一括設定モードでは、調
光方法設定項目のパラメータが自動調光に設定される。設定メニューには、一括設定モー
ドへの設定と同時に、調光方法設定項目に従属する測光方法設定項目が表示される。その
ため、術者は、測光方法として平均測光、ピーク測光の何れを採用するかを速やかに選択
することができる。
【００７９】
　以上が本発明の例示的な実施形態の説明である。本発明の実施形態は、上記に説明した
ものに限定されず、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば
明細書中に例示的に明示される実施形態等又は自明な実施形態等を適宜組み合わせた内容
も本発明の実施形態に含まれる。
【００８０】
　また、図４に示される表示制御フローでは、一度、動作モードが一括設定モードに切り
替わると（Ｓ１：ＹＥＳ）、設定メニューの表示を終了する操作が行われるまで（Ｓ１５
：ＹＥＳ）、設定メニューには処理ステップＳ１で選択されたパラメータセットのパラメ
ータが表示されるが、本実施形態はこれに限定されない。例えば、パラメータセットに含
まれるパラメータを変更する処理ステップＳ１１において、パラメータセット自体が別の
パラメータセットに設定変更可能であってもよい。別のパラメータセットに設定変更され
ると、該パラメータセットが読み出されて、各設定項目に設定される。
【００８１】
　また、設定メニューはモニタ３００に表示されるが、本実施形態はこれに限定されない
。設定メニューは、操作パネル２１４又はその他の内視鏡プロセッサ２００に接続された
表示装置に表示されてもよい。
【符号の説明】
【００８２】
１　電子内視鏡システム
１００　電子スコープ
１０２　ＬＣＢ
１０４　配光レンズ
１０６　対物レンズ
１０８　固体撮像素子
１１０　ドライバ信号処理回路
１１２　メモリ
２００　内視鏡プロセッサ
２０２　システムコントローラ
２０４　タイミングコントローラ
２０６　ランプ電源イグナイタ
２０８　ランプ
２１０　集光レンズ
２１２　メモリ
２１４　操作パネル
２２０　信号処理回路
２２０Ａ　前段信号処理回路
２２０Ｂ１　第一フィールドメモリ
２２０Ｂ２　第二フィールドメモリ
２２０Ｃ　ＯＳＤ回路
２２０Ｄ　後段信号処理回路
２６０　回転フィルタ部
２６１　回転式ターレット
Ｆｓ　特殊光用フィルタ
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Ｆｎ　通常光用フィルタ
２６２　ＤＣモータ
２６３　ドライバ
２６４　フォトインタラプタ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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